
編 集 後 記

大阪あそ歩ガイドの酒井裕一さん。大
阪くらしの今昔館にて、お気に入りの
江戸時代の古地図「浪華名所独案内」
のパネルを手に、パチリ！

酒の話を Facebook でするたび、「鋼鉄の肝臓ですな♬」と大阪編集界のレジェンド 140B の中島淳氏にいじられはじめたことを誇りに思っている秋山暁子
が今号、満を持して？送る新連載『暁子の角打ち放浪記』。記念すべき第１回の記事作成を通じて「スキ♡を仕事にすることの大切さ」を学びました。とにか
く取材が楽しい。取材先の選定からして楽しいし、聞きたいことは次々浮かぶし、取材中に原稿のイメージが湧いてくるし、そんなことよりさっさと終わらせ
て飲もう！と必死だし（笑）　取材にかこつけて正々堂々飲んじゃうなんて職権乱用も甚だしいけど、これは仕事じゃなくボランティアやねん。好きなことしたら、
えーやん♡　で、いつもは時間がかかる原稿もあっという間に書いて提出。すると、いつもはあちこち手入れしてもらうことになる編集長から「直すとこないわ」
と一発OK、キターーーーーー‼　さぁて、次はどこに行こう。半年に１回の取材になるので、頭の中の仮予約は３年先まで埋まっています。（秋山暁子）

https://tsuhimabu.com/
バックナンバー読めるよ！
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「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebook ページ「つひまぶ」までご連絡ください。
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圖地古

大阪市パノラマ地圖（発行：日下わらじ屋　1924 / 大正 13）大阪市パノラマ地圖（発行：日下わらじ屋　1924 / 大正 13）

新撰増補大坂大繪圖

浪
華
名
所
獨
案
内

大
阪
市
パ
ノ
ラ
マ
地
圖

戦災概況図 大阪

国土地理院 2.5 万分 1地形図
大阪東北部 1967測量

大阪あそ歩ガイド・酒井裕一さんに
聞く　古地図活用法

古
地
図
マ
イ
ス
タ
ー
・
本
渡
章
さ
ん
と

梅
田
を
歩
こ
う
！

酒
井
裕
一
さ
ん　
　

  

。「
古
地
図
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
頭
に
浮
か
ん
だ
１
人
で
す
。

大
阪
の
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
を
企
画
・
運
営
す

る
「
大
阪
あ
そ
歩
」
の
ガ
イ
ド
で
あ
り
、「
古

地
図
で
愉
し
む
ま
ち
歩
き
」
を
実
践
。
今
年

４
月
に
開
館
25
周
年
を
迎
え
た
「
大
阪
く
ら

し
の
今
昔
館
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
町
家
衆
」
と
し
て
も
、
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
阪
生
ま
れ
の
大
阪
育
ち
。
大

阪
市
職
員
と
し
て
35
年
間
勤
務
し
、
退
職
後

の
人
生
を
大
阪
の
ま
ち
に
さ
さ
げ
て
い
る
、

そ
ん
な
大
阪
愛
あ
ふ
れ
る
酒
井
さ
ん
に
、
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

の
地
図
を
眺
め
な
が
ら
、「
大
坂
城
の
天
守

閣
は
ま
だ
な
い
で
す
ね
。
西
區
三
軒
家
（
現

在
の
大
正
区
）
に
『
美
濃
部
』
の
文
字
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
図
の
著
作
者
、
美
濃
部
政

治
郎
の
家
が
、
こ
っ
そ
り
描
か
れ
て
い
る
ん

で
す
」
と
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。

「
古
地
図
で
愉
し
む
ま
ち
歩
き
」
を
実
践
す

る
酒
井
さ
ん
に
、
普
段
ど
ん
な
古
地
図
を

使
っ
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
意

外
に
も
「
ア
プ
リ
が
お
す
す
め
」
と
の
こ
と
。

例
え
ば
「
今
昔
マ
ッ
プ
」。
明
治
期
以
降
の

新
旧
の
地
形
図
を
同
一
画
面
に
表
示
で
き
、

簡
単
に
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
関
西
時
層
地
図
」
は
、
明
治
中
期
以
降
の

関
西
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
地
図

ア
プ
リ
で
す
。Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
対
応
し
て
い
る
の

で
、
自
分
が
古
地
図
の
ど
こ
に
い
る
の
か
分

か
っ
て
、
プ
チ
・
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
感
！

地
形
を
感
じ
る
３
Ｄ
地
図
ア
プ
リ
「
ス
ー

パ
ー
地
形
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
図
や
航
空

写
真
と
地
形
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

高
低
差
マ
ニ
ア
に
は
、
た
ま
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
私
も
知
っ
て
い
た
「
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ

ｙ（
ス
ト
ロ
ー
リ
ー
）」。
観
光
地
の
紙
の
イ

ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
な
ど
を
取
り
込
ん
で
表
示
し
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
じ
つ

は
、
運
営
サ
イ
ド
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
古

地
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
便
利
ツ
ー
ル
が
あ
ふ
れ
て
い
る

今
、
使
わ
な
い
手
は
な
い
で
す
よ
ね
？　

み

な
さ
ん
も
、
古
地
図
を
片
手
に
ま
ち
を
歩
い

て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
（
秋
山
暁
子
）

酒
井
さ
ん
が
古
地
図
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
40
〜
50
代
の
頃
。
大
阪
市
都

市
整
備
局
に
勤
務
し
、「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ（
ホ
ー

プ
）
ゾ
ー
ン
事
業
※
」
に
か
か
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
平
野
郷
、
住
吉
大
社
周
辺
、
空
堀
…

と
順
に
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
ゾ
ー
ン
に
指
定
し
、
歴
史

あ
る
ま
ち
に
住
む
地
元
の
人
と
話
を
し
て
い

く
な
か
で
、
そ
の
ま
ち
に
つ
い
て
知
ら
な
い

と
話
が
で
き
な
い
と
感
じ
た
酒
井
さ
ん
は
、

古
地
図
を
開
き
、
ま
ち
の
歴
史
を
調
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
古
地
図
も

見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
と
つ
な

が
っ
て
楽
し
い
で
す
よ
。
あ
ぁ
、
こ
こ
に
昔
、

駄
菓
子
屋
が
あ
っ
た
な
、
こ
こ
の
学
校
に

通
っ
て
い
た
な
。
今
度
、
今
の
様
子
を
見
に

行
っ
て
み
よ
う
、
と
な
る
ん
で
す
」
と
酒
井

さ
ん
。「
今
あ
る
建
物
が
、
ど
こ
か
ら
ど
う

や
っ
て
こ
こ
に
来
た
の
か
、
年
代
ご
と
の
地

図
を
見
比
べ
な
が
ら
た
ど
っ
て
い
く
の
も
お

も
し
ろ
い
し
、
な
ぜ
移
転
し
た
の
か
、
変
遷

の
歴
史
を
探
る
の
も
楽
し
い
ん
で
す
」。

２
０
０
１
年
（
平
成
13
）
に
は
、「
住
ま
い

の
歴
史
と
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
日
本
初

の
専
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
大
阪
く
ら
し
の
今

昔
館
」
が
開
館
し
、
そ
の

運
営
に
も
か
か
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
経
験
も
、

今
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
言
い
ま
す
。

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
の

８
階
に
は
、
本
誌
８
〜
９

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

る
「
大
阪
市
パ
ノ
ラ
マ
地

図
」
が
、
床
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
足
元

古
地
図
片
手
に

ま
ち
を
歩
け
ば

大
阪
が
も
っ
と

楽
し
く
な
る
！

大
阪
あ
そ
歩
ガ
イ
ド
・
酒
井
裕
一
さ
ん
に
聞
く
︑
古
地
図
活
用
法

ア
プ
リ
が
お
す
す
め
！

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の

古
地
図
を
見
る

今昔マップon the web
明治期以降の旧版地形図と現在の
地図を 2 画面または 4 画面で並べ、
時系列で比較できる。

関西時層地図
京阪神奈の明治中期以降の地図、
航空写真など約 20 種類を収録した
アプリ。アプリ内の大半が有料。

スーパー地形
高精細 3D 地形表現が特徴の GPS
対応地図アプリ。山やまちの「高
低差」を鮮明に可視化。

Stroly（ストローリー）
位置情報と連動したオンラインマッ
プのプラットフォーム。誰でも自由
に地図が作成できるのも魅力的！

（
※
）Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
ゾ
ー
ン
事
業　
歴
史
的
・
文
化
的
な
雰
囲

気
や
ま
ち
並
み
な
ど
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
大
阪
市
が
市

民
と
連
携
・
協
働
し
て
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
居
住
地
づ
く
り
を
目
指
す
事
業

ひ
ろ
か
ず



北区古地図ワンダーランド

大阪天満宮

太融寺

堂島新地

現在の北区はだいたいこの枠内

い
が
、
こ
れ
は
藩
の
蔵
屋
敷
。
中
之
島
こ
そ
全
国

諸
藩
の
拠
点
が
集
ま
る
物
流
の
中
枢
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
地
図
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
。

土
佐
堀
川
と
堂
島
川
に
は
橋
が
い
く
つ
も
架
か
り
、

「
大
江
橋
」
や
「
越
中
橋
」
な
ど
、
現
代
に
続
く
橋

も
多
い
。

「
難
波
橋
」「
天
神
橋
」「
天
満
橋
」
は
公
儀
橋
ゆ
え

特
に
立
派
に
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
中
之
島
の

東
端
は
ま
だ
難
波
橋
に
届
い
て
い
な
い
。
延
伸
さ

れ
る
の
は
、
18
世
紀
半
ば
の
改
修
工
事
ま
で
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
後
に
大
坂
の
歓
楽
街
の
原
点
と
な
る
曽
根

崎
新
地
や
堂
島
新
地
は
、
ま
だ
影
も
か
た
ち
も
な

い
。
堂
島
新
地
は
よ
う
や
く
埋
め
立
て
ら
れ
た
ば

か
り
で
、
土
地
は
あ
れ
ど
ま
ち
は
な
い
。
江
戸
中

期
に
登
場
す
る
「
公
許
の
遊
興
地
（
遊
郭
・
料
亭

地
）」
も
ま
だ
、
た
だ
の
広
い
空
き
地
だ
。

天
満
に
目
を
向
け
る
と
、
寺
社
が
東
西
に
ず
ら
り

と
並
ぶ
。
こ
こ
が
「
寺
町
」。
大
坂
の
陣
の
後
、
都

市
の
再
建
計
画
の
一
環
と
し
て
、
あ
ち
こ
ち
に
散

ら
ば
っ
て
い
た
寺
社
が
こ
こ
に
集
め
ら
れ
、
北
の

防
衛
線
と
し
た
。

天
満
宮
か
ら
南
へ
下
り
、
淀
川
（
現
大
川
）
北
岸

に
出
る
と
、「
天
満
八
百
物
市
場
」
と
あ
る
。
天
満

青
物
市
場
の
こ
と
で
、
大
坂
の
食
生
活
を
支
え
た
、

こ
こ
が
ま
さ
に
「
台
所
」。

天
満
宮
の
東
側
に
は
、
大
坂
町
奉
行
所
の
与
力
・

同
心
の
組
屋
敷
が
並
ぶ
。
大
坂
城
の
北
西
（
堂
島
・

中
之
島
周
辺
）
は
、
淀
川
舟
運
と
西
国
街
道
、
船

場
商
業
地
が
集
中
す
る
交
通
の
要
衝
。
こ
の
場
所

に
そ
れ
ら
を
置
い
た
の
は
、
都
市
防
衛
の
意
味
も

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

さ
て
、
北
野
、
曽
根
崎
、
長
柄
、
本
庄
、
豊
崎
、

中
津
、
大
仁
と
浦
江
（
現
在
の
大
淀
地
域
）
は
、

ま
だ
市
外
の
村
落
。
都
市
の
喧
騒
と
は
一
線
を
画

す
静
け
さ
の
な
か
に
あ
る
。
ま
だ
、
茫
々
と
し
た

あ
け
ぼ
の
。（
終
）

『
新
撰
増
補
大
坂
大
繪
圖
』
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、

１
６
９
１
年
（
元
禄
４
）。
大
坂
は
、
ま
さ
に
江
戸

時
代
中
期
の
繁
栄
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
。
日

本
全
国
か
ら
物
資
と
情
報
が
集
ま
り
、「
天
下
の
台

所
」
と
呼
ば
れ
た
熱
気
と
勢
い
に
満
ち
た
都
市
の

空
気
が
、
こ
の
地
図
に
は
た
っ
ぷ
り
と
描
か
れ
て

い
る
。

当
時
の
大
坂
は
、
大
坂
城
を
中
心
に
四
方
へ
と
ま

ち
が
広
が
り
、「
大
坂
三
郷
」（
北
組
・
南
組
・
天

満
組
）
の
体
制
が
す
で
に
整
っ
て
い
た
。

ま
ち
割
り
は
整
然
と
し
、
堀
川
が
縦
横
に
走
る

「
水
の
都
」
で
は
、
運
送
の
主
役
は
船
。
運
河
沿
い

に
は
米
蔵
や
問
屋
が
び
っ
し
り
だ
。
な
か
で
も
堂

島
川
や
土
佐
堀
川
沿
い
に
は
諸
藩
の
蔵
屋
敷
が
立

ち
並
び
、
全
国
か
ら
届
い
た
年
貢
米
が
こ
こ
で
取

引
さ
れ
た
。
後
の
「
堂
島
米
市
場
」
に
つ
な
が
る
、

ま
さ
に
そ
の
萌
芽
期
で
す
な
。

中
之
島
に
記
さ
れ
た
全
国
諸
藩
の
蔵
屋
敷
に
は
、

「
松
平
安
芸
守
（
広
島
藩
）」
や
「
毛
利
甲
斐
守
（
長

門
長
府
藩
）」「
有
馬
中
務
（
久
留
米
藩
）」
な
ど
の

表
記
が
見
え
る
。
大
名
の
名
な
の
で
分
か
り
に
く

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

市
中
と
い
え
ば

天
満
と
中
之
島

堂
島
は
で
き
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ

北
野
や
曽
根
崎
は
田
園
地
帯

市
中
と
い
え
ば

天
満
と
中
之
島

堂
島
は
で
き
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ

北
野
や
曽
根
崎
は
田
園
地
帯

『新撰増補大坂大繪圖』（元禄4 /  1691）
１６８４年（貞享元）の河川改修工事によって
変化したまち並みを表現するために、作成され
た。大坂城天守閣は 1665 年（寛文 5）に落
雷で焼失したので、描かれていない。

新
撰
増
補

大
坂
大
繪
圖

（
元
禄
）

江
戸
中
期
大
坂

最
精
密
都
市
鳥
瞰
図
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北区古地図ワンダーランド

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長

浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長

浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

江
戸
時
代
後
期
の
大
坂
が
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち

だ
っ
た
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
大
坂
は
、

江
戸
を
も
凌
駕
す
る
日
本
一
の
経
済
都
市
。
蔵
屋

敷
が
立
ち
並
び
市
場
が
活
況
を
呈
す
る
「
天
下
の

台
所
」
で
あ
り
、
最
先
端
の
文
化
が
花
開
く
「
水

の
都
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
都
市

を
観
光
し
た
い
と
の
人
々
の
熱
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
、
天
保
年
間
（
１
８
３
０
年
代
ご
ろ
）
に

登
場
し
た
の
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
ス
ー
パ
ー
観

光
マ
ッ
プ
、『
浪
華
名
所
獨
案
内
』
だ
。

じ
つ
は
こ
の
マ
ッ
プ
、
と
あ
る
合
薬
屋
が
販
促

に
暁
鐘
成
が
描
い
た
も
の
だ
。
暁
鐘
成
は
浮
世
絵

師
で
あ
り
戯
作
者
で
も
あ
る
、
い
わ
ば
当
時
の
マ

ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
。
大
坂
の
文
化
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
広
が
り
も
感
じ
さ
せ
る
。

『
浪
華
名
所
獨
案
内
』
が
画
期
的
と
い
わ
れ
る
最
大

の
理
由
は
、
現
代
の
観
光
マ
ッ
プ
に
も
通
じ
る
、

ツ
ー
ル
と
し
て
無
料
で
作
成
・
配
布
し
た
、
い
わ

ば
当
時
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
。
し
か
し
、
そ
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
は
現
代
の
観
光
マ
ッ
プ
に
も
決
し
て

劣
ら
な
い
。「
獨
案
内
」
の
名
の
と
お
り
、「
こ
れ

１
枚
あ
れ
ば
、
誰
に
も
頼
ら
ず
に
１
人
で
観
光
で

き
る
！
」
と
い
う
強
い
自
信
が
込
め
ら
れ
た
力
作

な
の
だ
。

ち
な
み
に
、
こ
の
地
図
に
は
２
つ
の
系
統
が
あ
る
。

絵
師
・
友
鳴
松
旭
に
よ
る
図
と
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス

「
色
分
け
さ
れ
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」
が
載
っ
て
い
る

点
に
あ
る
。

地
図
を
広
げ
る
と
、
主
要
な
ル
ー
ト
が
赤
、
青
、

茶
と
い
っ
た
色
で
鮮
や
か
に
線
引
き
さ
れ
て
い
る
。

つ
ひ
ま
ぶ
は
残
念
な
が
ら
モ
ノ
ク
ロ
な
の
で
、
色

で
は
な
く
実
線
、
丸
破
線
、
角
破
線
で
表
現
し
て

み
た
。
お
分
か
り
だ
ろ
う
か
？　
「
赤
の
色
に
て
図

中
筋
を
引
き
た
る
は
一
遍
通
り
の
見
物
巡
路
な
り
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
の
線
に
沿
っ
て

進
め
ば
、
神
社
仏
閣
や
景
勝
地
、
当
時
の
人
気
店

（
呉
服
店
、
薬
店
、
菓
子
店
）
な
ど
、
大
坂
の
主
要

な
名
所
を
効
率
よ
く
巡
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

大
坂
城
か
ら
四
天
王
寺
、
当
時
の
目
抜
き
通
り
で

あ
っ
た
堺
筋
、
さ
ら
に
は
芝
居
小
屋
や
商
業
地
ま

で
。
１
日
で
ま
わ
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
コ
ー
ス
か

ら
、
少
し
足
を
延
ば
し
て
２
泊
３
日
で
巡
る
ゆ
っ

た
り
コ
ー
ス
ま
で
、
旅
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

ル
ー
ト
が
複
数
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
至
れ
り

尽
く
せ
り
ぶ
り
だ
。
当
時
の
観
光
客
は
、
見
知
ら

ぬ
大
都
市
で
路
頭
に
迷
う
こ
と
な
く
、
こ
の
マ
ッ

プ
の
コ
ー
ス
に
従
う
だ
け
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
で
こ
そ
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
た
観
光

マ
ッ
プ
は
珍
し
く
な
い
が
、
そ
の
先
駆
け
と
な
っ

た
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
『
浪
華
名
所
獨
案
内
』。
多

く
の
観
光
客
は
「
獨
案
内
」
を
手
に
、
ま
ち
の
魅

力
を
発
見
し
た
に
違
い
な
い
。

赤
線
（
本
誌
で
は
実
線
）
で
示
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
、

現
在
の
キ
タ
を
東
西
に
横
断
す
る
コ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
。
順
を
追
っ
て
見
て
み
よ
う
。

ス
タ
ー
ト
は
大
坂
城
。
追
手
口
（
大
手
口
）
か
ら

天
満
橋
周
辺
を
経
て
、「
心
中
天
網
島
」
の
主
人

公
・
小
春
と
治
兵
衛
の
比
翼
塚
が
あ
る
大
長
寺
へ
。

そ
こ
か
ら
桜
宮
を
通
り
、
源
八
渡
で
淀
川
（
現
大

川
）
を
渡
る
。
さ
ら
に
、「
浪
花
百
景
」
に
も
描
か

れ
た
川
崎
御
宮
（
川
崎
東
照
宮
）、
天
満
宮
、
天
満

青
物
市
場
へ
と
立
ち
寄
り
、
寺
町
を
西
へ
進
む
。

堀
川
戎
神
社
、
太
融
寺
、
現
在
は
豊
中
へ
移
転
し

た
不
動
寺
を
経
て
曽
根
崎
新
地
、
堂
島
米
市
場
へ
。

そ
し
て
福
島
で
は
、
野
田
藤
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
た
春
日
神
社
、「
野
田
村
二
十
一
人
討
死
」
で
有

名
な
野
田
の
名
刹
・
圓
満
寺
へ　
　

。
こ
う
し
て

見
る
と
、
当
時
の
キ
タ
の
主
要
ス
ポ
ッ
ト
は
ほ
ぼ

す
べ
て
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

市
場
か
ら
神
社
仏
閣
ま
で
の
チ
ョ
イ
ス
も
ま
た
、

現
代
の
私
た
ち
が
立
ち
寄
る
ス
ポ
ッ
ト
と
驚
く
ほ

ど
よ
く
似
て
い
る
。

『
浪
華
名
所
獨
案
内
』
は
観
光
マ
ッ
プ
で
あ
る
と
同

時
に
、
当
時
の
都
市
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

都
市
地
図
で
も
あ
る
。
で
は
、
現
在
の
北
区
は
当

時
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

天
満
宮
南
側
、
大
川
沿
い
に
あ
る
天
満
青
物
市
場
。

そ
の
西
側
に
記
さ
れ
た
「
市
ノ
側
」
は
、
青
物
市

場
と
ひ
と
続
き
に
な
っ
た
、
野
菜
以
外
の
商
品
を

扱
う
市
場
だ
っ
た
。

「
蔵
屋
敷
多
シ
」
の
中
之
島
は
、
現
在
と
は
違
い
、

東
端
は
ま
だ
難
波
橋
ま
で
達
し
て
い
な
い
。

天
満
宮
の
す
ぐ
西
に
は
「
十
丁
目
ス
ジ
ト
云
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
天
神
橋
筋
商
店
街
の
こ
と

で
、
今
で
も
年
配
の
人
は
「
じ
っ
ち
ょ
め
（
十
丁

目
）
筋
商
店
街
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
天
神
橋

筋
の
北
詰
が
十
丁
目
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。

天
満
宮
の
す
ぐ
北
側
に
は
、
徳
川
の
世
に
整
備
さ

れ
た
「
寺
町
」
が
東
西
に
連
な
っ
て
い
る
。

「
堂
嶋
米
市
場
」
の
す
ぐ
西
に
あ
る
丸
囲
み
の

「
大
」
の
字
の
呉
服
店
は
、
大
丸
の
前
身
で
あ
る
呉

服
店
「
大
文
字
屋
」
だ
ろ
う
か
。
北
側
を
流
れ
る

川
は
、
埋
め
立
て
ら
れ
る
前
の
「
蜆
川
」。

興
味
深
い
の
は
、
現
在
の
扇
町
公
園
に
当
た
る
場

所
に
描
か
れ
た
「
ゴ
モ
ク
山
」。

「
ゴ
ミ
の
山
」
の
こ
と
で
、
当
時
、
大
坂
市
中
か
ら

出
た
さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
が
積
み
上
げ
ら

れ
、
ひ
と
つ
の
山
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
積
も

り
に
積
も
っ
た
ゴ
モ
ク
（
ゴ
ミ
）
の
せ
い
で
異
臭

が
発
生
し
、
突
然
変
異
の
大
ム
カ
デ
が
出
た
と
か

出
な
か
っ
た
と
か
の
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。

現
在
の
北
区
は
、
梅
田
を
中
心
と
す
る
上
質
な
都

市
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
約
２
０
０
年
前

の
観
光
マ
ッ
プ
に
は
人
工
的
な
「
ゴ
ミ
の
山
」
が

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
観
光

マ
ッ
プ
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
都
市
生
活
の
光
と

影
が
、
き
ち
ん
と
記
録
さ
れ
て
い
た
の
だ
。（
終
）

色
分
け
さ
れ
た

「
モ
デ
ル
コ
ー
ス
」
が

画
期
的
過
ぎ
た
！

扇
町
公
園
の
あ
た
り
に
あ
っ
た

ゴ
ミ
の
山
「
ゴ
モ
ク
山
」

「
天
下
の
台
所
」
を

歩
き
尽
く
せ
！

モ
デ
ル
コ
ー
ス
付
き

観
光
マ
ッ
プ

「
天
下
の
台
所
」
を

歩
き
尽
く
せ
！

モ
デ
ル
コ
ー
ス
付
き

観
光
マ
ッ
プ

『浪華名所獨案内（友鳴松旭 版）』吉田家文書 （編集部追記：実線は赤コース、丸破線は青コース、角破線は茶コース）

浪
華
名
所

獨
案
内

（
天
保
）

江
戸
後
期
大
坂

ま
ち
歩
き
必
携
マ
ッ
プ
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店内を貫く
参道！

本
文
／
西
野
仁

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
／

　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

地
図
提
供
・

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
／

本
渡
章

本
文
／
西
野
仁

写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
／

　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

地
図
提
供
・

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
／

本
渡
章

今
号
の
つ
ひ
ま
ぶ
は
古
地
図
号
。
時
代
別
の
古
地

図
を
並
べ
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
古
地
図
と
い
え

ば
や
っ
ぱ
、
こ
の
人
、
古
地
図
マ
イ
ス
タ
ー
の
本

渡
章
さ
ん
。
一
緒
に
な
に
か
し
て
い
た
だ
き
た
く

て
、
ま
ち
歩
き
を
オ
フ
ァ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。

恐
る
恐
る
本
渡
さ
ん
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
な
ら
梅
田
を
全
域
、
じ
っ
く
り
と
午
前
・
午
後

に
ま
た
が
る
プ
ラ
ン
で
ま
ち
歩
き
し
ま
し
ょ
う
！

と
、
う
れ
し
過
ぎ
る
超
弩
級
の
お
返
事
が
。
ほ
ど

な
く
し
て
、「
光
で
あ
り
影
で
あ
り
、
メ
イ
ン
で
サ

ブ
で
、
マ
ク
ロ
で
も
ミ
ク
ロ
で
も
あ
る
ウ
メ
ダ
」

と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
書
か
れ
た
「
梅
田
曼
荼

羅
」
と
し
か
呼
び
よ
う
の
な
い
よ
う
な
、
梅
田
ス

ポ
ッ
ト
が
完
全
網
羅
さ
れ
た
、
恐
る
べ
き
コ
ー
ス

案
が
送
ら
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
（
p7
左
上
）。
こ
れ
、

１
日
以
上
か
か
る
ん
で
は
…
、
と
い
う
す
ご
い

コ
ー
ス
だ
が
、
い
ざ
募
集
し
て
み
る
と
、
チ
ラ
シ

が
出
来
上
が
る
前
に
、
瞬
殺
で
満
席
に
。
お
か
げ

で
１
枚
も
配
布
さ
れ
な
い
幻
の
チ
ラ
シ
が
大
量
に

残
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
。

か
く
し
て
、
２
月
28
日
（
土
）、
こ
の
時
期
に
し
て

は
寒
さ
が
マ
シ
な
土
曜
の
朝
に
東
梅
田
駅
に
集
合

し
た
の
は
15
人
。
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
が
お
し
ゃ
れ
な

本
渡
さ
ん
を
先
達
と
し
た
、
梅
田
を
縦
横
に
見
て

ま
わ
る
ま
ち
歩
き
の
は
じ
ま
り
だ
。
本
稿
で
コ
ー

ス
を
す
べ
て
紹
介
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
、
ほ

ん
の
一
部
を
ご
紹
介
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
露
天
神
社
。
お
初
と
徳
兵

衛
の
「
曽
根
崎
心
中
」
で
お
な
じ
み
の
神
社
だ
。

昨
今
は
映
画
「
国
宝
」
の
影
響
で
、
若
い
女
性
で

大
に
ぎ
わ
い
の
恋
人
の
聖
地
。
が
、
し
か
ー
し
、

本
渡
さ
ん
が
向
か
っ
た
の
は
、
社
務
所
横
に
あ
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
。
な
ん
と
、
露
天
神
社
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
に
は
、
古
代
の
大
阪
の
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
の
だ
。
見
る
と
、
こ
こ
曽
根
崎
周
辺
は
海
。
海

に
浮
か
ぶ
島
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

そ
う
か
、
だ
か
ら
水
辺
を
連
想
さ
せ
る
「
曽
根
崎
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
か
。
摩
天
楼
が
林
立

す
る
現
在
の
風
景
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
景
色

が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
地
名
か
ら
は
感
じ
取

れ
る
と
い
う
も
ん
だ
。
す
げ
ー
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
法
清
寺
、
通
称
「
か
し
く
さ

ん
」。
こ
こ
に
も
曽
根
崎
新
地
ら
し
さ
が
色
濃
く

残
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
曽
根
崎
心
中
の
お
初
と

同
じ
遊
女
・
か
し
く
が
酒
乱
の
果
て
に
兄
に
手
を

か
け
死
罪
と
な
り
な
が
ら
、
断
酒
節
酒
の
神
霊
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
振
り
幅
は
な
か

な
か
え
げ
つ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
お
堂
に
は
絵
馬

の
代
わ
り
だ
ろ
う
か
、
酒
断
ち
を
願
う
し
ゃ
も
じ

が
た
く
さ
ん
つ
る
さ
れ
て
い
る
。
本
渡
さ
ん
い
わ

く
「
し
ゃ
も
じ
は
お
米
を
〝
掬
（
す
く
）
い
〞
ま
す
。

困
っ
て
い
る
人
を
〝
救
う
〞
と
掛
け
て
あ
る
そ
う

で
す
。
か
し
く
さ
ん
の
遺
品
に
も
し
ゃ
も
じ
が

あ
っ
た
こ
と
に
も
ち
な
ん
で
い
ま
す
」
と
か
。

う
ー
む
、
深
い
。

曽
根
崎
に
は
恋
が
あ
り
、
酒
が
あ
り
、
情
が
あ
り
、

覚
悟
が
あ
る
。
ど
れ
も
が
極
端
で
、
ど
れ
も
が
人

間
く
さ
い
。

そ
し
て
太
融
寺
へ
。
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
で
弘
法
大

師
・
空
海
が
創
建
し
、
天
皇
の
皇
子
・
河
原
左
大

臣
源
融
が
七
堂
伽
藍
を
整
え
た
。

境
内
に
は
芭
蕉
の
句
碑
や
淀
君
の
墓
も
ご
く
自
然

に
同
じ
空
間
に
並
ん
で
い
て
、
歴
史
を
超
え
た
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
感
が
あ
る
。
そ
れ
が
ホ
テ
ル
街
の
ど

真
ん
な
か
に
あ
っ
て
、
聖
と
俗
が
同
居
し
て
い
る

の
が
、
梅
田
ら
し
さ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
次
は
綱
敷
天
神
社
。
嵯
峨
天
皇
を
祀
っ
た
神
社

に
、
菅
原
道
真
公
へ
の
信
仰
が
重
な
る
。
今
回
の

ま
ち
歩
き
の
本
質
で
あ
る
、「
歴
史
の
重
な
り
」
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
だ
。
道
真
公
が
船
綱

を
巻
い
て
座
し
た
か
ら
綱
敷
と
な
っ
た
と
い
う
逸

話
を
聞
い
た
瞬
間
、
午
前
中
に
見
た
露
天
神
社
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
描
か
れ
た
古
代
の
大
阪
が
思
い
出

さ
れ
、
見
え
な
い
は
ず
の
水
辺
の
気
配
が
立
ち
上

が
る
。

歯
神
社
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
。
な

か
な
か
着
か
な
い
の
で
、
恐
る
恐
る
本
渡
さ
ん
に

お
聞
き
す
る
と
、「
迷
い
ま
し
た
ね
」
と
ポ
ツ
リ
。

淀
川
の
度
重
な
る
氾
濫
を
歯
止
め
し
た
神
社
は
な

ん
と
、
古
地
図
マ
イ
ス
タ
ー
を
も
歯
止
め
し
た
の

だ
。
恐
る
べ
し
（
笑
）

こ
の
後
茶
屋
町
の
凌
雲
閣
跡
を
経
て
、
ラ
ン
チ
休

憩
も
そ
こ
そ
こ
に
、
梅
田
ラ
ン
プ
西
に
あ
っ
た
か

つ
て
の
梅
田
墓
地
か
ら
浄
祐
寺
へ
。
こ
こ
で
も
曽

根
崎
の
遊
女
・
菊
野
と
の
色
恋
沙
汰
が
「
五
代
力

恋
緘
」
と
い
う
歌
舞
伎
に
な
っ
た
と
聞
き
、
狂
気

じ
み
た
恋
の
舞
台
が
、
た
だ
の
史
実
で
終
わ
ら
ず

芝
居
と
な
り
、
語
り
継
が
れ
る
こ
と
で
現
代
に
生

き
続
け
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
梅
田
は
、
地
図

や
歴
史
だ
け
じ
ゃ
な
く
人
間
ド
ラ
マ
も
蓄
積
し
て

い
る
場
所
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

大
阪
駅
前
第
１
ビ
ル
屋
上
の
福
永
稲
荷
大
明
神
へ
。

ビ
ル
の
上
に
神
社
と
い
う
時
点
で
驚
き
だ
が
、
も

と
は
狐
塚
で
あ
り
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
こ
の

あ
た
り
は
、
渡
辺
伊
豆
三
郎
が
開
拓
し
た
場
所
だ

と
か
。「
渡
辺
伊
豆
三
郎
の
祖
先
は
、
太
融
寺
で
紹

介
し
た
源
融
。
だ
か
ら
、
渡
辺
一
族
は
天
皇
の
血

筋
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
。
時
代
を
超
越

し
て
、
古
地
図
で
見
た
点
と
点
が
線
に
な
る
瞬
間

だ
。
す
げ
ー
！　

伏
線
回
収
で
は
な
い
で
す
か
っ
！

ゴ
ー
ル
は
梅
田
新
道
交
差
点
北
西
角
に
あ
る
、「
大

阪
市
道
路
元
標
」。
文
鎮
の
よ
う
な
分
銅
の
よ
う
な

不
思
議
な
か
た
ち
を
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
国

道
１
号
・
２
号
・
25
号
・
26
号
・
１
６
３
号
・
１

６
５
号
・
１
７
６
号
の
計
７
路
線
の
終
点
・
起
点

と
な
っ
て
い
る
、
道
路
の
ハ
ブ
の
よ
う
な
場
所
だ
。

こ
の
、
四
方
八
方
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
場
所
に
て
、

梅
田
を
隅
か
ら
隅
ま
で
歩
く
ま
ち
歩
き
は
終
了
。

２
０
０
０
０
歩
超
え
、
昼
食
挟
ん
で
４
時
間
超
え

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ま
ち
歩
き
と
な
っ
た
。
本
渡

さ
ん
は
じ
め
ご
参
加
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
そ
の
後
、
足
が
棒
に
な
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
本
渡
さ
ん
の
恐
る
べ
き
健
脚
に

脱
帽
だ
。（
終
）

点
と
線
が
結
ば
れ
る
瞬
間

空
海
か
ら
遊
女
ま
で
を

飲
み
込
む

「
梅
田
」
と
い
う
名
の

巨
大
な
舞
台

点
と
線
が
結
ば
れ
る
瞬
間

空
海
か
ら
遊
女
ま
で
を

飲
み
込
む

「
梅
田
」
と
い
う
名
の

巨
大
な
舞
台

正一位 福永稲荷大明神
大阪駅前第 1 ビル屋上にある狐塚。今から 600 年余前、土
地の豪族が一族の守り神として祀ったのがはじまりといわれ
ている。数年前までは背後の大阪マルビルとツーショットの
景色が楽しめたが、今はその景色は失われた。代わりに屋上
にビニールシートに囲われたビアガーデンができ、この狐塚
に参るには、店内を貫く「参道」を歩くことになる。

梅田曼荼羅　今回のまち歩きの企画段階で、本渡さんが用意したまち歩きコー
スが描かれた手描きのコースマップ。梅田を重層的に知ることのできる貴重な
マップだ。

『弘化改正大坂細見図』（1845／弘化 2　播磨屋久兵衛）
左下には「露天神」とあり、そのあたりは「曽根崎村」。寺町の西端
には、新御堂筋建設時に建設用地にかかったために今は箕面へ遷座し
た「寒山寺」が。中央上には「太融寺」「円頓寺」そして「北ノ天神」
（綱敷天神社）が見える。寺社は簡単には遷座したり消滅したりしない
ので、古地図を見るときの目印にもなる。

（左上）全国でも珍しい歯痛に効
く歯神社
（左下）露天神社のシャッターに描
かれた古代大阪の地図
（右）近代的なビルに囲まれた綱
敷天神社御旅社

本渡章（ほんど あきら）さん
1952（昭和 27）大阪市生まれの作家・古地図研究家。大阪
を中心とする都市史や地理、暮らしの変遷を、古地図を手がか
りに読み解く。著書に『カラー版 大阪古地図むかし案内』『古
地図が語る大災害』（創元社）『古地
図で歩く大阪ザ・ベスト 10』『大阪
古地図パラダイス』（140B）など。
文筆活動のほか、講演やまち歩きな
どもおこない、地図を通して地域の
記憶を掘り起こす活動を続けている。
地図のなかに刻まれた人々の暮らし
やまちの姿を、現代の風景と重ね合
わせて描く筆致は、他に類を見ない。

古
地
図
マ
イ
ス
タ
ー
・
本
渡
章
さ
ん
と
梅
田
を
歩
こ
う
！

淀殿之墓（太融寺）
平安時代の 821 年（弘仁 12）、
弘法大師・空海が嵯峨天皇の勅
願によって建立したのが太融寺。
大阪キタの繁華街にたたずむ同
寺は、まさに都心の異空間。周
辺の喧騒とは打って変わって、
丹精に手入れされた境内には清
らかな空気が満ちている。そん
な境内の片隅に、太閤秀吉の妻
だった淀殿の墓がある。元は鴫
野の弁天島（現在の OBP 付近）
にあった淀殿の墓が、1877 年
（明治 10）、城東練兵場（現大阪
城公園）造成にあたり、太融寺
に移祀された。

堂島薬師堂
今から 1400 年余前の 593 年
（推古天皇元年）、聖徳太子が最初
の官寺となる四天王寺を造営した
際、難破した資材運搬船が漂着し
た洲（しま）に「堂宇」を建てた
のが起源と伝えられる。
現在の御堂は、現代的なビルと調
和を図るため、ミラーガラスと石
で構成したモダンなデザインと
なった。外装の銀色のガラスは、
御本尊として祀っている薬師瑠璃
光如来にあやかっている。
節分のときにおこなわれる「お水
汲み」は、堂島・北新地の早春の
風物詩として定着している。

『最新の北区 』（1936／昭和11　夕刊大阪新聞付録）
入舟が梅田貨物駅と直結しており、船運と陸運がこ
こで連結していたのが分かる。入舟は、中之島の北
側を流れる堂島川とつながっている。

綱敷天神社御旅社で
レアなゴジラお守り
をゲット！

出入橋の「きんつば」。
食べ歩きもまち歩き
の楽しみのひとつ

ヨドバシ北側「梅北
道路復活期成同盟会」
地下道竣工記念銘板
の近くにキン肉マン
のマンホール

時
代
を
超
え
て
つ
な
が
る

宿
命
の
線

遊
女
が
神
と
な
り
、

大
師
の
寺
が
歓
楽
街
を
抱
く
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北区古地図ワンダーランド

現在の北区はだいたいこの枠内
ま
た
、
び
っ
し
り
描
か
れ
た
瓦
屋
根
の
ま
ち
並
み

か
ら
は
、
１
９
０
９
年
（
明
治
42
）
に
天
満
か
ら

梅
田
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し
た
「
北
の
大
火
」
を

乗
り
越
え
、
た
く
ま
し
く
暮
ら
す
人
々
の
息
づ
か

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

『
大
阪
市
パ
ノ
ラ
マ
地
圖
』
は
、
大
正
後
期
の
大
阪

が
、
最
新
の
イ
ン
フ
ラ
、
巨
大
資
本
、
そ
し
て
西

洋
文
化
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
屈
指
の
都

市
へ
突
き
進
ん
で
い
っ
た
熱
気　
　

す
な
わ
ち
大

大
阪
時
代
前
夜
の
空
気
を
、
今
に
伝
え
て
く
れ
て

い
る
。（
終
）

南
東
側
に
は
阪
急
梅
田
駅
が
あ
る
。
当
時
の
阪
急

梅
田
駅
は
現
在
と
は
位
置
が
異
な
り
、
国
鉄
（
現

Ｊ
Ｒ
）
の
線
路
を
ま
た
い
で
南
側
に
乗
り
入
れ
て

い
た
。
そ
し
て
市
民
の
足
で
あ
る
市
電
（
路
面
電

車
）
が
、
大
阪
駅
を
起
点
に
市
中
を
縦
横
無
尽
に

走
る
。

こ
の
時
代
の
大
阪
駅
周
辺
は
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
成
長
し
つ
つ
、
巨
大
な
貨
物
ヤ
ー
ド
を
抱

え
、
市
内
を
市
電
が
走
り
、
私
鉄
各
社
が
都
心
に

乗
り
入
れ
よ
う
工
夫
を
凝
ら
す
…
。
そ
ん
な
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
変
貌
の
途
上
に
あ
っ
た
。

ま
ち
の
様
子
も
現
在
と
は
大
き
く
異
な
る
。

天
六
に
は
、
市
電
が
ぐ
る
っ
と
ま
わ
る
特
徴
的
な

線
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
御
堂
筋
。
こ
の

と
き
は
ま
だ
拡
幅
前
の
狭
い
４
ｍ
道
路
。
こ
の
時

代
の
目
抜
き
通
り
は
、
市
電
も
走
る
堺
筋
だ
と
い

う
こ
と
が
、
こ
の
地
図
を
見
る
と
一
目
瞭
然
だ
。

天
満
堀
川
が
流
れ
、
源
八
橋
や
川
崎
橋
の
場
所
に

は
渡
し
舟
が
描
か
れ
、
水
都
大
阪
の
面
影
が
濃
い
。

現
在
の
Ｏ
Ａ
Ｐ
の
あ
る
場
所
に
は
三
菱
金
属
大
阪

製
錬
所
の
工
場
が
あ
り
、
天
満
駅
の
北
に
は
紡
績

工
場
の
煙
突
が
林
立
し
て
い
る
。
大
阪
が
「
東
洋

の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
工
業
が

集
積
し
て
い
た
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
地
図
か

ら
も
読
み
取
れ
る
。

文
化
・
公
共
施
設
に
も
注
目
だ
。
現
在
の
大
阪
地

裁
の
場
所
に
は
控
訴
院
、
曽
根
崎
に
は
北
区
役
所
、

豊
崎
に
は
豊
崎
町
役
場
、
中
津
の
北
野
中
学
校

（
現
・
北
野
高
校
）、
大
淀
の
関
西
商
工
（
現
・
関

西
大
倉
学
園
）、
豊
崎
の
梅
花
女
学
校
（
現
・
梅
花

学
園
）　

と
い
っ
た
学
校
群
、
本
庄
産
院
、
堀
川
乳

児
院
、
天
六
の
北
市
民
館
な
ど
、
当
時
の
暮
ら
し

を
支
え
た
施
設
の
姿
も
確
認
で
き
る
。

中
之
島
に
は
、
大
阪
城
に
移
転
す
る
前
の
豊
国
神

社
が
鎮
座
し
、
明
治
時
代
か
ら
大
阪
の
「
顔
」
だ
っ

た
大
阪
ホ
テ
ル
も
描
か
れ
て
い
る
（
し
か
し
、
こ

の
年
に
火
事
で
全
焼
し
た
）。

よ
る
貨
物
輸
送
は
極
め
て
重
要
だ
っ
た
。
こ
の
広

大
な
場
所
は
、
う
め
き
た
再
開
発
が
は
じ
ま
る
２

０
１
０
年
代
ま
で
、
長
く
梅
田
北
側
の
風
景
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
い
た
。

大
阪
駅
の
南
西
に
は
、「
梅
田
入
舟
」
が
描
か
れ
て

い
る
。
梅
田
入
舟
と
入
堀
川
は
、
江
戸
時
代
に
開

削
さ
れ
た
曽
根
崎
川
（
蜆
川
）
と
連
携
し
、
堂
島

川
や
土
佐
堀
川
方
面
か
ら
大
阪
駅
近
く
ま
で
物
資

を
運
ぶ
た
め
の
、
重
要
な
水
路
だ
っ
た
。
つ
ま
り

こ
こ
は
、
鉄
道
に
よ
る
陸
運
と
船
運
の
結
節
点
。

し
か
し
入
堀
川
は
、
こ
の
地
図
が
つ
く
ら
れ
た
直

後
に
姿
を
消
す
。
ま
さ
に
、
開
発
の
波
の
な
か
で

姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
都
市
の
一
瞬
が
、
切
り
取
ら

れ
た
格
好
だ
。

大
阪
駅
南
西
に
は
阪
神
梅
田
駅
が
地
上
に
見
え
、

ほ
ど
の
工
業
都
市
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
。

１
９
２
５
年
（
大
正
14
）
の
第
２
次
市
域
拡
張
に

よ
っ
て
大
阪
市
は
人
口
・
面
積
・
工
業
出
荷
額
で

東
京
市
を
し
の
ぐ
国
内
最
大
の
都
市
と
な
り
、「
大

大
阪
時
代
」
を
迎
え
る
。『
大
阪
市
パ
ノ
ラ
マ
地

圖
』
と
は
、
そ
ん
な
時
代
の
空
気
を
映
し
た
地
図

な
の
だ
。
で
は
子
細
に
見
て
み
よ
う
。

大
阪
駅
は
２
代
目
。
駅
の
北
側
に
は
、
鉄
道
物
流

を
担
う
貨
物
駅
（
梅
田
貨
物
駅
）
の
広
大
な
用
地

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
工
業
・
商
業
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
た
当
時
の
大
阪
に
と
っ
て
、
鉄
道
に

１
９
２
４
年
（
大
正
13
）
発
行
の
『
大
阪
市
パ
ノ

ラ
マ
地
圖
』
は
、
大
阪
古
地
図
界
の
な
か
で
も
、

と
り
わ
け
楽
し
い
１
枚
だ
。
精
緻
な
イ
ラ
ス
ト
が

び
っ
し
り
描
き
込
ま
れ
た
鳥
瞰
図
は
、
時
間
を
忘

れ
て
ず
っ
と
見
て
い
ら
れ
る
。
虫
眼
鏡
が
必
須
の

細
密
さ
だ
が
、
建
物
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
き
ち
ん
と

描
か
れ
て
お
り
、
ほ
ー
っ
！
と
う
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
地
図
を
細
か
く
見
て
い
く
前
に
、
こ
の
地

図
が
描
か
れ
た
大
正
後
期
と
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ

た
の
か
、
ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

１
９
２
４
年
の
大
阪
は
「
大
大
阪
時
代
」
の
幕
開

け
を
目
前
に
控
え
た
、
活
気
と
発
展
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
た
都
市
。
第
１
次
世
界
大
戦
を
経
て

日
本
の
経
済
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
時
期
で
、
大

阪
は
、
重
工
業
や
紡
績
業
な
ど
の
工
業
が
隆
盛
を

極
め
、「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

御
堂
筋
は
ま
だ
細
く

中
之
島
に
は
大
阪
ホ
テ
ル

大
大
阪
の
リ
ア
ル
を
知
る

決
定
版

御
堂
筋
は
ま
だ
細
く

中
之
島
に
は
大
阪
ホ
テ
ル

大
大
阪
の
リ
ア
ル
を
知
る

決
定
版

『大阪市パノラマ地圖』（1924 / 
大正 13）
鳥瞰図形式の古地図。
天六の「大阪くらしの今昔館」の
ミュージアムショップで復刻版ポ
スター（73cm×102cm）が販売
されている。原本は市立中央図書
館などで閲覧可能。

大
阪
市

パ
ノ
ラ
マ
地
圖

（
大
正
）

近
代
都
市
・
大
阪
の

躍
動
を
俯
瞰
で
描
い
た
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北区古地図ワンダーランド

こ
の
『
戦
災
概
況
図
』
は
、
終
戦
直
後
の
１
９
４

５
（
昭
和
20
）
12
月
、
戦
災
の
概
況
を
復
員
帰
還

者
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
第
一
復
員
省
資
料
課
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

ま
え
が
き
に
は
、「
当
時
帰
還
し
つ
つ
あ
っ
た
復
員

軍
人
軍
属
の
内
地
上
陸
に
あ
た
っ
て
の
質
問
第
一

声
が
、
概
ね
ま
ず
戦
災
概
況
に
つ
い
て
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
こ
の
調
査
の
重
要
性
と
そ
の
迅
速
な

調
整
の
必
要
と
を
痛
感
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
北
野
、
曽
根
崎
、
天
満
、
堂
島
、
長
柄
、

本
庄
、
豊
崎
、
大
淀
と
い
っ
た
北
区
内
の
主
要
な

部
分
が
黒
焦
げ
の
廃
墟
と
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
の

地
図
か
ら
分
か
る
。
逆
に
、
大
阪
駅
、
浪
花
町
や

中
崎
の
一
部
、
中
津
の
一
部
、
天
神
橋
の
一
部
、

中
之
島
東
部
な
ど
、
か
ろ
う
じ
て
戦
災
を
免
れ
た

と
こ
ろ
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
戦
災
概
況
図
』
は
、
大
阪
大
空
襲
の
被
害
を
視
覚

的
に
示
す
唯
一
の
地
図
資
料
で
あ
り
、「
戦
災
の
統

計
」
で
は
見
え
な
い
、
都
市
の
傷
跡
を
可
視
化
し

た
資
料
な
の
だ
。

『
戦
災
概
況
図
』
は
、
焼
け
野
原
を
「
ま
っ
さ
ら
な

都
市
空
間
」
と
し
て
捉
え
直
す
出
発
点
で
も
あ
っ

た
。
破
壊
の
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
、
復
興
の
設

計
図
の
原
点
で
も
あ
っ
た
。

同
時
に
、
戦
災
の
悲
劇
を
「
地
名
」
や
「
場
所
」

と
と
も
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
記
録
の
証
人
」

で
あ
り
、
失
わ
れ
た
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
手
が
か

り
に
も
な
っ
た
。

現
代
で
は
、
戦
前
と
戦
後
の
都
市
構
造
の
変
化

（
道
幅
、
区
画
、
土
地
利
用
）
を
比
較
す
る
「
都
市

史
研
究
」、
延
焼
の
パ
タ
ー
ン
や
密
集
市
街
地
の
危

険
性
の
分
析
に
使
用
す
る
「
防
災
研
究
」、
戦
災
の

記
録
を
地
図
で
た
ど
る
教
材
と
し
て
利
用
す
る

「
教
育
・
平
和
学
習
」
な
ど
の
分
野
で
、
再
評
価
さ

れ
て
い
る
。（
終
）

の
陸
軍
施
設
周
辺
な
ど
、
８
・
２
㎢
に
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

第
３
回
目
の
大
阪
大
空
襲
は
、
２
回
目
か
ら
１
週

間
後
の
６
月
７
日
11
時
９
分
か
ら
12
時
28
分
の
約

１
時
間
20
分
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
照
準
点
は
、
都
島

区
高
倉
町
、
鶴
橋
駅
付
近
、
天
王
寺
駅
付
近
。
そ

し
て
城
東
の
大
阪
陸
軍
造
兵
廠
。

し
か
し
、
大
阪
陸
軍
造
兵
廠
を
狙
っ
た
爆
弾
が
大

き
く
外
れ
て
、
長
柄
橋
を
直
撃
。
さ
ら
に
機
銃
掃

射
も
加
え
ら
れ
た
た
め
、
橋
の
下
に
避
難
し
て
い

た
約
４
０
０
人
の
市
民
が
犠
牲
と
な
る
悲
劇
が
起

き
た
。
戦
後
、
橋
は
架
け
替
え
ら
れ
た
が
、
弾
痕

が
残
さ
れ
た
旧
長
柄
橋
の
橋
桁
は
、
戦
争
遺
構
と

し
て
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
旭
区
の
城
北
公
園
に
は
、
四
国
か
ら
勤
労

動
員
で
来
て
い
た
繊
維
工
場
の
女
学
生
を
は
じ
め
、

付
近
の
住
民
が
多
数
避
難
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
機

銃
掃
射
が
集
中
し
、
数
百
人
か
ら
千
人
に
の
ぼ
る

犠
牲
者
が
出
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

第
４
回
目
の
大
阪
大
空
襲
は
、
６
月
15
日
８
時
44

分
か
ら
10
時
55
分
に
か
け
て
の
約
２
時
間
10
分
。

ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
の
空
襲
を
も
っ
て
指
定
工
業
集

中
地
区
の
破
壊
を
完
了
し
た
と
し
、
次
の
攻
撃
目

標
と
し
て
中
小
都
市
を
含
む
１
８
０
の
都
市
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
リ
ス
ト
で
は
大
阪
市
は
す
で

に
破
壊
済
み
と
さ
れ
、
以
降
は
住
宅
密
集
地
で
は

な
く
、
工
場
や
造
兵
廠
を
狙
っ
た
空
爆
が
お
こ
な

わ
れ
た
。

８
月
14
日
の
第
８
回
目
の
大
阪
大
空
襲
は
、
日
本

の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
が
決
ま
っ
て
い
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
敢
行
さ
れ
た
。
約
１
５
０
機
の
Ｂ

29
爆
撃
機
が
大
阪
陸
軍
造
兵
廠
を
狙
い
、
約
７
０

０
個
の
１
ｔ
爆
弾
を
集
中
的
に
投
下
。
国
鉄
京
橋

駅
周
辺
で
お
び
た
だ
し
い
犠
牲
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
空
襲
は
、「
京
橋
駅
空
襲
」
あ
る
い
は

「
京
橋
空
襲
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

３
月
10
日
に
は
、
す
で
に
東
京
が
大
空
襲
を
受
け
、

焼
け
野
原
に
な
っ
て
い
た
。
12
日
に
は
名
古
屋
が

焼
か
れ
、
次
は
大
阪
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。

グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
飛
び
立
っ
た
ア
メ
リ
カ

軍
の
Ｂ
29
爆
撃
機
が
次
々
と
大
阪
上
空
に
襲
来
。

先
頭
の
爆
撃
機
が
ナ
パ
ー
ム
弾
（
大
型
の
焼
夷
弾
）

を
落
と
し
、
後
続
の
爆
撃
機
は
そ
れ
を
目
印
に

次
々
に
ク
ラ
ス
タ
ー
焼
夷
弾
（
内
蔵
し
た
38
個
の

小
型
焼
夷
弾
が
空
中
で
分
散
し
て
落
下
す
る
）
を

投
下
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
焼
夷
弾
は
、

爆
発
す
る
の
で
は
な
く
、
燃
え
た
油
を
吹
き
出
す

も
の
で
、
木
で
で
き
た
日
本
の
家
を
燃
や
す
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

中
心
市
街
地
を
焼
き
尽
く
し
た
こ
の
空
襲
で
は
、

３
９
８
７
人
の
死
者
と
６
７
８
人
の
行
方
不
明
者

が
出
た
。

こ
の
時
、「
梅
田
の
ほ
う
は
燃
え
て
い
な
い
」
と
誘

導
さ
れ
て
、
猛
火
に
包
ま
れ
た
深
夜
の
難
波
や
心

斎
橋
か
ら
、
営
業
し
て
い
な
い
は
ず
の
地
下
鉄
に

乗
っ
て
避
難
し
た
と
い
う
体
験
談
が
、
複
数
語
ら

れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
混
乱
の
う
ち
に
、
市

内
は
焦
土
と
化
し
た
。

第
２
回
目
の
大
阪
大
空
襲
は
、
６
月
１
日
９
時
28

分
か
ら
11
時
に
か
け
て
の
約
１
時
間
半
に
わ
た
っ

て
お
こ
な
わ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
照
準
点
は
福

島
駅
近
辺
他
、
北
区
南
部
。
計
５
０
９
機
が
襲
来

し
、
大
阪
港
と
安
治
川
右
岸
の
臨
港
地
区
や
城
南

真
っ
黒
だ
。

大
阪
大
空
襲
に
よ
っ
て
被
災
し
た
エ
リ
ア
が
黒
く

塗
ら
れ
て
い
る
こ
の
『
戦
災
概
況
図
』
を
見
る
と
、

そ
の
す
さ
ま
じ
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
息
を
の
む
。

太
平
洋
戦
争
末
期
、
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
北
区
は

ア
メ
リ
カ
軍
の
大
規
模
な
戦
略
爆
撃
の
標
的
と
な

り
、
ほ
と
ん
ど
が
灰
燼
に
帰
し
た
。

『
戦
災
概
況
図
』
は
、
そ
の
苛
烈
な
被
害
を
記
録
す

る
、
最
も
視
覚
的
で
、
か
つ
確
か
な
資
料
の
１
つ

だ
。
同
図
が
示
す
北
区
の
被
災
状
況
は
、
ほ
と
ん

ど
が
「
全
焼
」
ま
た
は
「
半
焼
」
を
示
す
黒
色
で

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
被
害
の
甚
大
さ
を

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
（
空
襲
別
の
爆
破
地
域
は
、

赤
色
の
斜
線
で
描
か
れ
た
）。

第
１
回
目
の
大
阪
大
空
襲
は
１
９
４
５
年
（
昭
和

20
）
３
月
13
日
23
時
57
分
か
ら
14
日
３
時
25
分
に

か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、
約
３
時
間
半
の
間
に
計
２

７
４
機
の
Ｂ
29
爆
撃
機
が
襲
来
し
て
焼
夷
弾
を
投

下
し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
照
準
点
は
、
北
区
扇
町
、

西
区
阿
波
座
、
港
区
市
岡
元
町
、
浪
速
区
塩
草
で
、

都
心
部
を
取
り
囲
む
住
宅
密
集
地
を
標
的
に
し
て

お
り
、
約
２
０
０
０
ｍ
の
低
空
か
ら
一
般
家
屋
を

狙
っ
た
夜
間
低
空
爆
撃
だ
っ
た
。

空
襲
警
報
と
と
も
に
、
家
の
光
が
外
に
漏
れ
な
い

よ
う
に
灯
火
管
制
が
敷
か
れ
、
ま
ち
か
ら
は
灯
り

が
消
え
、
大
阪
市
中
は
暗
闇
の
な
か
に
い
た
。

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長　
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

真
っ
黒
だ
。

真
っ
黒
だ
。

『戦災概況図大阪』（1945 / 昭和 20）
濃い黒は「全焼」、薄い黒は「半焼」。地図の上
の別レイヤーに手書きで示された斜線（実際は
赤斜線）は、空襲別の爆発を表している。

戦
災
概
況
図

大
阪（

戦
中
）

大
阪
大
空
襲
の
記
録

大
阪
大
空
襲
の
惨
劇

統
計
で
は
見
え
な
い

可
視
化
さ
れ
た
傷
跡
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yoiyoi akiko

Ｊ
Ｒ
天
満
駅
か
ら
徒
歩
30
秒
、
駅
南
側
す
ぐ
の
コ
ン

テ
ナ
の
よ
う
な
建
物
が
並
ん
で
る
と
こ
ろ
の
一
番
商

店
街
側
に
、「
天
満
御
旅
所
」
と
い
う
立
ち
飲
み
店
が

あ
る
。
店
名
は
、
か
つ
て
こ
の
場
所
に
大
阪
天
満
宮

の
御
旅
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
仕
事
帰
り

の
一
杯
、
買
い
物
途
中
や
参
拝
途
中
の
寄
り
道
な
ど
、

ど
ん
な
理
由
で
も
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
て
、
気
づ
け

ば
も
う
一
杯
頼
ん
で
し
ま
う
…
。
天
満
ら
し
い
場
所

だ
。
そ
ん
な
天
満
御
旅
所
で
ひ
そ
か
に
人
気
を
集
め

て
い
る
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
焼
き
そ
ば
パ
ン
だ
。

立
ち
飲
み
店
で
焼
き
そ
ば
パ
ン
？

あ
い
よ
！
と
威
勢
の
い
い
声
と
と
も
に
出
さ
れ
た
お

皿
に
は
、
な
る
ほ
ど
焼
き
そ
ば
パ
ン
。
一
見
、
奇
異

だ
が
、
こ
れ
が
い
け
る
の
だ
。

ま
ず
感
じ
る
の
は
ほ
ん
の
り
と
し
た
温
か
さ
。
コ
ン

ビ
ニ
に
は
な
い
、
飲
食
店
な
ら
で
は
の
ぬ
く
も
り
だ
。

そ
し
て
、
ス
パ
イ
シ
ー
な
ソ
ー
ス
の
香
り
。
甘
み
と

酸
味
が
口
の
な
か
に
ほ
ん
の
り
広
が
り
、
ま
る
で
縁

日
の
焼
き
そ
ば
を
大
人
の
一
品
に
仕
上
げ
た
よ
う
な
、

親
し
み
や
す
さ
と
上
品
さ
が
同
居
す
る
味
わ
い
。

こ
れ
は
ぜ
ひ
、
思
い
切
っ
て
大
き
く
か
ぶ
り
つ
い
て

ほ
し
い
。
ふ
わ
っ
と
し
た
パ
ン
の
軽
や
か
さ
の
後
、

す
ぐ
に
焼
き
そ
ば
の
コ
ク
が
押
し
寄
せ
て
く
る
。
こ

れ
が
酒
に
合
う
。
麺
は
し
っ
か
り
と
焼
か
れ
て
い
て

香
ば
し
く
、
ソ
ー
ス
は
濃
過
ぎ
ず
、
と
い
っ
て
物
足

り
な
さ
も
感
じ
さ
せ
な
い
。
食
べ
進
め
る
ほ
ど
に

「
あ
あ
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
え
え
な
ぁ
」
と
な
る
の
だ
。

そ
れ
で
い
て
、
さ
ら
に
食
べ
進
め
る
と
ソ
ー
ス
が
じ

ん
わ
り
パ
ン
に
染
み
込
み
、
全
体
が
ひ
と
つ
の
味
と

し
て
ま
と
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
「
後
か
ら
完
成
す
る

か
ん
じ
」
も
、
大
き
な
魅
力
だ
。
酒
の
ア
テ
に
な
る

よ
う
、
少
し
小
ぶ
り
な
の
も
い
い
。

じ
つ
は
こ
の
天
満
御
旅
所
、
天
満
の
老
舗
お
好
み
焼

店
「
千
草
」
が
手
が
け
る
新
業
態
の
立
ち
飲
み
鉄
板

焼
き
店
な
の
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
焼
き
そ
ば
パ
ン

の
焼
き
そ
ば
は
、
千
草
の
味
そ
の
も
の
。
千
草
と
い

え
ば
天
神
橋
筋
界
わ
い
で
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
続
け

て
き
た
お
好
み
焼
の
名
店
だ
が
、
焼
き
そ
ば
の
完
成

度
の
高
さ
で
も
知
ら
れ
る
。
昼
夜
問
わ
ず
の
人
気
店

で
、
千
草
で
食
べ
る
と
な
る
と
、
行
列
に
並
ぶ
こ
と

必
至
だ
が
、
天
満
御
旅
所
だ
と
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

並
ぶ
こ
と
な
く
、
あ
の
、
焼
き
そ
ば
に
あ
り
つ
け
る
。

天
満
御
旅
所
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、
千
草
の
大
将
で

も
あ
る
蜷
川
裕
規
さ
ん
は
、「
千
草
の
味
を
も
っ
と
自

由
に
楽
し
ん
で
ほ
し
く
て
」、
パ
ン
に
挟
ん
だ
の
だ
と

か
。
こ
れ
な
ら
、「
気
軽
に
食
べ
歩
き
も
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
、
天
神
橋
筋
商
店
街
を
歩
き
な
が
ら
、
ぜ

ひ
」。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
手
み
や

げ
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

た
だ
し
、
こ
だ
わ
り
パ
ン
の
仕
入
れ
の
都
合
で
、
１

日
６
個
限
定
。
で
も
、「
パ
ン
が
あ
れ
ば
つ
く
り
ま

す
」
と
。
狙
っ
て
買
い
に
い
く
の
も
い
い
が
、
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
っ
て
出
合
え
た
ら
即
購
入
し
た
い
一
品
だ
。

ソ
ー
ス
の
香
り
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
、
こ
の
ま
ち
の
雰

囲
気
を
丸
ご
と
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
で
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
手
み
や

げ
と
し
て
「
こ
れ
じ
つ
は
、
あ
の
お
好
み
焼
の
千
草

の
焼
き
そ
ば
な
ん
よ
ね
」
と
ド
ヤ
顔
で
言
い
な
が
ら
、

相
手
に
渡
し
て
あ
げ
る
と
、
お
お
っ
！
と
な
る
こ
と

受
け
合
い
だ
。

天
満
の
日
常
が
、
無
理
な
く
ひ
と
つ
に
収
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
ま
ち
の
「
え
え
も
ん
」
が
ま
た
ひ
と
つ
育
っ

て
い
く
。（
西
野
仁
）

滝
川
公
園
の
南
西
角
に
立
つ
と
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
の
は
、
店
頭
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
、

そ
し
て
そ
の
上
の
壁
に
「
な
が
た
」
の
文
字
。
１
８

６
８
年
（
明
治
元
）
創
業
、
１
６
０
年
近
く
続
く
業

務
用
酒
類
販
売
店
「
酒
の
な
が
た
」
で
す
。

小
売
り
も
し
て
い
る
店
内
に
は
、
魅
惑
的
な
酒
類
が

並
ん
で
い
ま
す
が
、
ふ
と
隣
に
目
を
や
る
と
、
自
動

販
売
機
の
向
こ
う
に
「
立
ち
飲
み
ナ
ガ
タ
や
っ
て
ま

す
」
と
書
か
れ
た
の
れ
ん
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

入
っ
て
い
い
の
か
な
？　
恐
る
恐
る
扉
を
開
け
た
私

を
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
永
田
武
子
さ
ん
御
年
79

歳
。
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
）
に
結
婚
し
て
こ
の
ま

ち
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
、
す
で
に
角

打
ち
も
営
業
し
て
い
た
そ
う
で
す
。「
大
き
な
鉄
板
が

あ
っ
て
、
焼
き
そ
ば
を
焼
い
た
り
し
て
た
か
な
」。

看
板
メ
ニ
ュ
ー
を
た
ず
ね
る
と
、「
た
か
ひ
ろ
（
三

男
）
の
出
し
巻
き
！　
冬
な
ら
タ
ッ
ち
ゃ
ん
（
次
男
）

の
粕
汁
に
、
お
か
ん
の
お
で
ん
や
ね
。
ヒ
ロ
く
ん

（
長
男
）
は
、
カ
ツ
オ
の
塩
タ
タ
キ
で
え
え
か
な

ー
？
」
と
酒
屋
の
レ
ジ
の
方
に
向
か
っ
て
武
子
さ
ん

が
問
い
か
け
ま
す
。
家
族
４
人
が
揃
え
ば
、
ス
タ
ッ

フ
が
お
客
さ
ん
よ
り
多
く
な
る
日
も
あ
る
と
か
。

「
ち
く
キ
ュ
ウ
を
食
べ
て
み
！
」
と
常
連
さ
ん
が
す
す

め
て
く
れ
た
の
は
、
キ
ュ
ウ
リ
が
丸
ご
と
穴
に
収
ま

っ
た
ち
く
わ
。
高
知
名
物
だ
そ
う
で
、
ち
く
キ
ュ
ウ

専
用
の
大
き
め
の
ち
く
わ
を
温
め
て
、
キ
ュ
ウ
リ
を

差
し
込
む
ら
し
く
、
な
か
な
か
の
迫
力
で
す
。「
取
引

先
に
高
知
ゆ
か
り
の
企
業
が
あ
る
か
ら
、
高
知
の
メ

ニ
ュ
ー
が
多
く
な
っ
て
」
と
ヒ
ロ
く
ん
。

さ
ぁ
、
飲
む
よ
ー
っ
！

飲
食
店
に
よ
く
あ
る
ガ
ラ
ス
の
冷
蔵
庫
を
の
ぞ
き
込

む
と
、
品
質
管
理
を
任
せ
ら
れ
る
酒
販
店
に
し
か
卸

さ
れ
な
い
貴
重
な
日
本
酒
や
、「
酒
の
な
が
た
」
の
た

め
に
特
別
に
瓶
詰
め
さ
れ
た
〝
な
が
た
ラ
ベ
ル
〞
な

ど
、
信
頼
と
実
績
の
「
酒
の
な
が
た
」
だ
か
ら
こ
そ

並
べ
ら
れ
る
日
本
酒
が
ず
ら
り
。
運
良
く
、
不
定
期

に
開
催
さ
れ
る
１
時
間
１
０
０
０
円
飲
み
放
題
の
日
。

信
じ
ら
れ
な
い
。
ま
さ
に
大
人
の
ド
リ
ン
ク
バ
ー
♡

グ
ラ
ス
に
な
み
な
み
注
ぐ
も
良
し
、
少
し
ず
つ
何
種

類
も
楽
し
ん
じ
ゃ
う
も
良
し
。
こ
こ
は
、
天
国
か
!?

う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
〜
〜
〜
‼　
最
高
っ
‼

近
隣
の
会
社
に
お
勤
め
の
お
客
さ
ん
が
多
い
と
の
こ

と
。
駅
ま
で
の
道
の
り
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ら
、
吸
い
寄
せ
ら
れ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
最
近
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
酒
の
な
が
た
」
を
知
っ
て
日
本
酒
を
買

い
に
来
る
女
性
も
多
い
そ
う
。
す
る
と
自
然
に
「
立

ち
飲
み
ナ
ガ
タ
」
に
た
ど
り
着
く
わ
け
で
す
。
と
、

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
男
の
タ
ッ
ち
ゃ
ん

が
横
で
飲
ん
で
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。
い
い
な
ぁ
。

過
去
に
１
度
、
角
打
ち
を
閉
め
た
と
き
は
、
常
連
さ

ん
た
ち
が
近
隣
の
ビ
ル
の
１
室
を
借
り
、「
酒
の
な
が

た
」
で
お
酒
を
仕
入
れ
て
、
集
ま
っ
て
飲
め
る
会
を

立
ち
上
げ
ち
ゃ
う
ほ
ど
、
み
ん
な
大
好
き
「
立
ち
飲

み
ナ
ガ
タ
」。
み
ん
な
の
居
場
所
な
ん
で
す
ね
。
も
ち

ろ
ん
、
武
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
ご
主
人
に
先
立
た

れ
て
１
人
で
夕
食
を
取
る
よ
り
も
、
お
客
さ
ん
や
息

子
た
ち
に
囲
ま
れ
て
過
ご
す
夜
は
楽
し
く
、
こ
こ
は

家
族
の
居
場
所
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

旨
い
酒
と
幸
せ
話
で
心
が
満
た

さ
れ
、
帰
り
は
ご
機
嫌
、
千
鳥

足
。
／
ピ
ィ
、
ピ
ィ
♪
＼（
終
）

千
草
の
味
を
持
ち
歩
く

天
満
御
旅
所
の
焼
き
そ
ば
パ
ン

千
草
の
味
を
持
ち
歩
く

天
満
御
旅
所
の
焼
き
そ
ば
パ
ン

母
と
３
兄
弟

立
ち
飲
み
ナ
ガ
タ
は

み
ん
な
の
居
場
所

母
と
３
兄
弟

立
ち
飲
み
ナ
ガ
タ
は

み
ん
な
の
居
場
所

キ
タ
のキ

タ
の　

み
や
げ

え

え
も
ん

手

天満御旅所
天神橋 4-４-１
平日／ 15：00～ 18：30
土日／ 13：00～ 21：00
定休日：火曜、第２•第４月曜

立ち飲みナガタ
天満 4-5-15
Tel：06-6351-1971
17:00 ～ 20:00
定休日：水・土・日・祝

阪
プ
ー
ル
。
１
９
５
０
年
（
昭
和
25
）、
日
米
国
際

水
泳
選
手
権
開
催
の
た
め
、
５
カ
月
の
突
貫
工
事

で
建
設
さ
れ
た
。
ナ
イ
タ
ー
照
明
付
き
の
屋
外

プ
ー
ル
で
、Ｕ
字
型
の
巨
大
な
観
客
席
を
備
え
て
い

た
。
か
つ
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
「
最
も
観
客
収
容

数
の
多
い
プ
ー
ル
」
と
し
て
１
万
３
６
１
４
人
の

収
容
が
認
定
さ
れ
た
ほ
ど
だ
。
背
泳
用
の
握
り
手

を
ス
タ
ー
ト
台
に
設
置
し
た
の
は
、
旧
大
阪
プ
ー

ル
が
日
本
初
。
国
際
的
な
水
泳
大
会
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
レ
ス
な
ど
の
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
、
浪
速
の
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
呼
ば

れ
た
。
力
道
山
vs
ル
ー
・
テ
ー
ズ
の
プ
ロ
レ
ス
も

こ
こ
。
80
年
代
に
は
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
の

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
た
。
１
９
８
９
年
（
平
成

元
）
に
営
業
を
終
了
。
今
は
競
泳
ス
タ
ー
ト
台
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
、
往
時
を
し
の
ば
せ
る
。

大
阪
駅
の
北
側
に
は
「
鉄
道
管
理
局
」。
ペ
ン
タ
ゴ

ン
に
似
た
六
角
形
が
特
徴
的
な
庁
舎
は
、
昭
和
初

期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
重
厚
な
建
物
だ
。
１
９

２
８
年
（
昭
和
３
）
に
建
て
ら
れ
、
ず
っ
と
大
阪

駅
北
側
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
だ
っ
た
。

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）
の
国
鉄
分
割
民
営
化
後

は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
本
社
ビ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
、

今
は
ご
存
じ
、「
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
梅
田
」。
暫
定
的
に
ゴ
ル
フ
練
習
場
と
な
り
、
都

心
の
一
等
地
に
広
大
な
打
ち
っ
ぱ
な
し
練
習
場
が

出
現
し
た
こ
と
も
、
当
時
話
題
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
60
年
前
の
地
図
で
あ
っ
て

も
、
生
々
流
転
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
す
ら
大
き
な

変
化
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
新
梅
田
シ
テ
ィ
も
、

当
時
は
ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
本
社
・
大
阪
工
場

だ
。
さ
ら
に
、
長
柄
西
に
は
関
西
大
学
天
六
学
舎

が
あ
り
、「
文
」
の
地
図
記
号
も
多
数
。
そ
れ
ら
も

現
在
で
は
、
多
く
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。
南
無
。

と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
こ
れ
も
立
派
な
古
地
図

と
い
う
こ
と
。（
終
）

１
９
６
７
年
（
昭
和
42
）
の
国
土
地
理
院
発
行
の

『
２
万
５
千
分
１
地
形
図
』。
わ
ず
か
60
年
前
の
地

図
を
古
地
図
と
呼
ん
で
い
い
の
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
け
れ
ど
も
、Ａ
Ｉ
に
聞
く
と
、
古
地
図
は
一
般

に
近
代
以
前
だ
が
明
確
な
定
義
は
な
い
と
い
う
。

し
か
し
キ
タ
の
移
り
変
わ
り
は
激
し
い
。
60
年
前

の
地
図
は
す
で
に
立
派
な
「
歴
史
」
だ
。

ち
な
み
に
こ
の
時
代
の
大
阪
は
、
１
９
７
０
年

（
昭
和
45
）
の
「
70
年
大
阪
万
博
」
を
目
前
に
控
え
、

都
市
開
発
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

で
い
た
、
高
度
経
済
成
長
期
の
ま
さ
に
最
盛
期
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
地
図
に
は
、
今
は
な
き
旧
行
政

区
「
大
淀
区
」
が
載
っ
て
い
る
。

「
大
淀
区
」
は
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
）
に
東
淀
川

区
と
西
淀
川
区
の
淀
川
左
岸
区
域
が
分
区
し
、
こ

れ
に
北
区
と
此
花
区
の
一
部
を
加
え
て
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
１
９
８
９
年
（
平
成
元
）
２
月
13
日
、

大
阪
市
の
行
政
区
再
編
で
全
域
が
北
区
と
合
区
し
、

新
た
な
北
区
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
こ

の
合
区
は
、
２
０
０
０
年
代
に
全
国
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
平
成
の
大
合
併
」
と
は
無
関
係
。

毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
北
区
民
カ
ー
ニ
バ
ル
」

は
、
大
淀
区
と
北
区
が
合
区
し
た
の
を
機
に
、
両

区
民
の
融
和
を
図
る
た
め
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
だ
。

扇
町
公
園
の
な
か
に
あ
る
卵
形
の
図
形
は
、
旧
大

昭
和
42
年
の

大
阪
プ
ー
ル

鉄
道
管
理
局

大
淀
区

『2万 5千分 1地形図 大阪東北部 1967測量』国土地理院 1969 発行（「☞」は編集部追記）　※2次元バーコードは検索画面へ

国
土
地
理
院

２
万
５
千
分
１

地
形
図

大
阪
東
北
部

１
９
６
７
測
量

（
昭
和
42
）

北
区
・
大
淀
区
合
区
前

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長

浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

つ
ひ
ま
ぶ
編
集
長

浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

暁
子

角
打
ち

放
浪
記 の
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聞
き
手
・
書
き
手
／
秋
山
暁
子

一
般
社
団
法
人
あ
お
ぞ
ら
湯
代
表
理
事

笠
井
あ
ゆ
み
さ
ん

れ
な
い
支
援
〞
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」。

寄
り
添
う
け
ど
同
調
は
し
な
い
。
そ
ん
な
姿
勢
が
う

か
が
え
ま
す
。

「
相
談
内
容
は
ス
タ
ッ
フ
間
で
共
有
し
ま
す
が
、
直

接
話
を
聞
い
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用

者
に
声
を
掛
け
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
利
用
者
に
は
、

言
わ
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
自
分
が
気

持
ち
良
く
な
る
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
は
違
う

と
思
っ
て
い
ま
す
」。

そ
の
マ
イ
ン
ド
が
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
す
ご
い
で
す
。

「
自
立
し
て
い
る
人
だ
け
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
採

用
し
て
い
る
か
ら
か
な
。
私
自
身
が
も
と
も
と
マ
マ

友
要
ら
ん
！
っ
て
い
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
距
離
感
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
」。

「
で
も
私
、
め
っ
ち
ゃ
怒
ら
れ
る
代
表
な
ん
で
す
よ
」

と
笑
う
笠
井
さ
ん
。「
私
が
代
表
で
は
あ
る
け
ど
、

ス
タ
ッ
フ
と
立
場
は
対
等
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
優
秀
な
の
で
、
私
が
す
べ
て
決
め
る
の
で
は
な

く
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
き
も
、
や
り
方
は

任
せ
て
い
ま
す
。
な
に
か
あ
っ
て
も
私
が
謝
れ
ば
い

い
し
、
失
敗
は
怖
く
な
い
で
す
。
け
ん
か
は
強
い
と

思
っ
て
る
ん
で
（
笑
）」。

み
ん
な
が
か
か
わ
れ
る
〝
余
白
〞
が
あ
る
こ
と
で
、

ス
タ
ッ
フ
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
で
す
。

防
災
の
取
り
組
み
は
「
あ
お
ぞ
ら
湯
を
立
ち
上
げ
た

と
き
か
ら
、『
あ
お
ぞ
ら
防
災
マ
マ
認
定
講
座
』
を

続
け
て
い
ま
す
。
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
で
よ
く
顔
を
合

わ
せ
る
先
輩
支
援
者
か
ら
、
子
育
て
支
援
と
防
災
を

一
緒
に
や
っ
て
み
た
ら
と
す
す
め
ら
れ
て
」。

や
っ
て
み
る
と
、「
こ
れ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
や
な
」

と
感
じ
た
そ
う
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
と
き
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
つ
な
が
り
が
希
薄
で
も
、
子
育
て
中
で

も
、
防
災
な
ら
つ
な
が
れ
る
。
社
会
的
に
弱
い
立
場

に
置
か
れ
や
す
い
人
ほ
ど
災
害
の
影
響
を
大
き
く
受

け
る
の
で
、
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
私
た
ち
が
や

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」。

ジ
シ
ン
本
と
の
か
か
わ
り
は
、
子
育
て
世
帯
向
け
の

講
座
を
担
当
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
本
を
制
作
し

た
の
は
区
役
所
で
し
た
が
「
区
民
の
た
め
の
自
助
の

本
だ
か
ら
、
区
民
に
届
け
ら
れ
る
人
に
事
務
局
を

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
に
は
荷
が
重
い
と
思
っ
た
け
ど
、
や
っ
て
と
言

わ
れ
た
っ
て
こ
と
は
で
き
る
っ
て
こ
と
や
か
ら
、
や

ら
な
あ
か
ん
で
！
と
ス
タ
ッ
フ
に
背
中
を
押
さ
れ
て
。

ジ
シ
ン
本
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
」。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
区
の
施
策
が
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
、
北
区
の
区
政
会
議

委
員
に
も
応
募
。
約
８
年
間
務
め
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
芽
生
え
た
の
は
「
地
域
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
い
う
疑
問
。

「
区
役
所
の
人
は
よ
く
〝
地
域
〞
と
い
う
言
葉
を
使

う
け
ど
、
町
会
長
の
こ
と
し
か
見
え
て
な
い
の
で
は
、

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
」。

地
域
活
動
を
し
て
い
る
と
、
周
り
か
ら
「
地
元
の
子

や
ろ
？
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
そ
う
。

「
地
域
活
動
は
地
元
の
人
が
担
う
も
の
、
と
い
う
前

提
に
も
違
和
感
が
あ
っ
て
。
地
域
活
動
に
か
か
わ
ら

な
い
新
住
民
が
多
い
な
か
で
、
私
に
な
に
が
で
き
る

か
、
新
住
民
と
地
元
の
人
た
ち
の
接
点
を
ど
う
生
み

出
す
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
中
津
小
学
校
で
や
っ
て

い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
や
ミ
ニ
バ
ス
も
そ
の
１
つ
。

役
所
や
地
域
活
動
の
場
で
い
わ
れ
る
〝
み
ん
な
〞
っ

て
ほ
ん
ま
に
〝
み
ん
な
〞
な
の
？
っ
て
い
う
問
い
を

い
つ
も
持
っ
て
い
ま
す
」。

昨
年
か
ら
は
、
大
阪
市
の
『
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

会
議
』
の
委
員
に
な
り
、
市
全
体
の
施
策
に
目
を
向

け
て
い
ま
す
。
大
阪
男
女
い
き
い
き
財
団
が
実
施
す

る
『
地
域
防
災
女
性
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講

座
』
の
チ
ュ
ー
タ
ー
は
４
年
目
。
防
災
に
お
け
る
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

『
大
阪
市
地
域
公
共
人
材
バ
ン
ク
』
に
も
登
録
し
、

派
遣
先
の
地
域
団
体
に
自
身
の
知
識
や
経
験
を
伝
え

な
が
ら
、
団
体
が
抱
え
る
課
題
を
あ
お
ぞ
ら
湯
の
活

動
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

「
ぐ
ぅ
ぐ
ぅ
や
ジ
シ
ン
本
を
続
け
る
た
め
に
、
制
度

や
外
の
状
況
を
確
認
し
に
い
く
の
が
私
の
仕
事
。
出

稼
ぎ
の
お
父
さ
ん
み
た
い
な
役
割
で
す
ね
」。

ど
の
活
動
も
、
導
い
て
く
れ
る
人
と
の
巡
り
合
わ
せ

が
あ
っ
た
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。「
私

に
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
応
援
し
て
く
れ
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
見
守
っ
と
い
て
あ
げ
る
か
ら

や
っ
て
み
、
と
言
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
に
出
会
え
た

こ
と
に
感
謝
で
す
」。

こ
れ
か
ら
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
？

「
こ
う
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
は
な
く
て
、

ど
う
し
て
？
が
あ
っ
て
。
そ
れ
に
向
き
合
っ
て
い
く

だ
け
か
な
。
で
も
、
自
分
の
限
界
を
知
っ
て
い
る
の

で
、
み
ん
な
と
シ
ェ
ア
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

最
後
に
、
笠
井
さ
ん
に
と
っ
て
キ
タ
の
ま
ち
と
は
？

「
こ
の
地
域
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、
私
に

答
え
を
返
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
小
学
生
だ
っ

た
長
男
が
、
普
通
の
お
母
さ
ん
は
な
ぁ
…
！
と
言
っ

て
き
た
と
き
に
、
よ
っ
し
ゃ
！
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
。

彼
の
周
り
に
比
較
対
象
の
大
人
が
た
く
さ
ん
い
る
っ

て
こ
と
で
す
よ
ね
。
私
が
地
域
に
主
体
的
に
か
か

わ
っ
て
い
っ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
裏
切

れ
な
い
〝
ふ
る
さ
と
〞
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
育
て

た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
地
域
に
育
て
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
」。（
終
）

ハ
イ
ハ
イ
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、
走
り
ま
わ
る
子
ど
も
も
、

パ
パ
も
マ
マ
も
、
の
ん
び
り
ほ
っ
こ
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
す　
　

。
そ
ん
な
光
景
が
広
が
る
の
は
、
中

津
・
豊
崎
・
堂
島
に
拠
点
を
構
え
る
子
育
て
支
援
施

設
『
つ
ど
い
の
広
場
ぐ
ぅ
ぐ
ぅ
』
で
す
。
運
営
す
る

の
は
『
一
般
社
団
法
人
あ
お
ぞ
ら
湯
』。
子
育
て
支

援
に
加
え
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
大
阪
北
区
ジ
シ

ン
本
』
の
事
務
局
と
し
て
防
災
講
座
の
実
施
や
啓
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代
表
を
務
め
る
笠
井
あ

ゆ
み
さ
ん
は
、
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
で
あ

り
、
保
育
士
や
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
持
ち
、

小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
や
ミ
ニ
バ
ス
の
コ
ー
チ

を
す
る
な
ど
地
域
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
、
防
災
、
地
域
活
動　
　

こ
れ
ら
が
ど

う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。
公
務
員
と
し
て
働
き
な

が
ら
３
歳
の
息
子
を
育
て
る
私
に
は
、
気
に
な
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
ひ
と
り
の
母

親
と
し
て
の
思
い
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

笠
井
さ
ん
の
出
身
は
兵
庫
県
尼
崎
市
。
子
ど
も
の
頃

は
校
庭
で
遊
び
ま
わ
り
、
い
つ
も
真
っ
黒
。
市
の
選

抜
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
得
意
で
、

好
き
な
教
科
は
算
数
。
と
に
か
く
負
け
ず
嫌
い
だ
っ

た
と
言
い
ま
す
。
高
校
は
大
阪
の
名
門
女
子
校
へ
進

学
。
と
こ
ろ
が
男
っ
ぽ
い
性
格
だ
っ
た
笠
井
さ
ん
に

は
、
女
子
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
そ
う
。

「
バ
ス
ケ
部
に
も
入
っ
て
み
た
け
ど
、
初
日
で
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
そ
う
な
く
ら
い
で
。
物
足
り
な
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
」。
そ
ん
な
と
き
に
起
き
た
の

が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。「
被
災
し
た
自
分
と
、
な

に
も
変
わ
ら
な
い
大
阪
の
学
校
生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

し
ん
ど
く
な
っ
て
、
高
校
２
年
で
部
活
を
辞
め
ま
し

た
」。
そ
れ
か
ら
は
勉
強
に
打
ち
込
ん
だ
…
と
思
い

き
や
、「
勉
強
と
…
恋
愛
で
す
ね
」
と
笑
い
ま
す
。

保
育
士
に
な
る
夢
を
抱
き
つ
つ
も
、
大
学
は
農
学
部

へ
。
ア
メ
フ
ト
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
な
が
ら
、
バ

ス
ケ
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
住
宅
の
内
装
・
建
材
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。

企
画
開
発
や
営
業
支
援
、
広
報
な
ど
幅
広
い
仕
事
を

こ
な
し
ま
し
た
。

「
３
年
目
に
は
企
画
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

自
分
の
先
輩
に
あ
た
る
人
た
ち
を
ま
と
め
る
の
が

け
っ
こ
う
大
変
で
…
」。
懸
命
に
仕
事
を
続
け
ま
し

た
が
、
や
が
て
限
界
を
迎
え
、
長
期
の
休
み
を
取
る

こ
と
に
。
27
歳
、
初
め
て
の
挫
折
で
し
た
。

療
養
中
、
改
め
て
自
分
の
進
み
た
い
道
を
考
え
ま
す
。

そ
し
て
選
ん
だ
の
が
、
当
初
の
夢
だ
っ
た
子
ど
も
に

か
か
わ
る
仕
事
で
し
た
。
塾
講
師
の
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
通
信
制
の
短
大
に
入
り
直
し
、
２
年
間
の
勉
強

を
経
て
、
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
取
得
。

実
習
先
だ
っ
た
尼
崎
の
保
育
園
に
就
職
し
ま
し
た
。

「
前
の
仕
事
と
違
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
が
全
然
な
か
っ

た
ん
で
す
。
資
本
主
義
的
な
価
値
観
で
働
か
な
く
て

い
い
ん
で
す
よ
ね
。
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
第
１
に
考
え
て
仕
事
を
す
る
と
い
う
の
が
シ

ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
」。

も
と
も
と
強
か
っ
た
「
勝
ち
負
け
」
へ
の
こ
だ
わ
り

も
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
勝
ち
負
け
に
は
今

で
も
こ
だ
わ
り
ま
す
よ
。
夫
婦
げ
ん
か
と
か
ね
」
と

い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
う
笠
井
さ
ん
。「
だ
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
が
好
き
な
の
か
な
。
け
ん
か
上
等
！
っ
て
い
う
の
は
、

私
の
心
の
置
き
方
、
生
き
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
」。

そ
の
後
、
結
婚
を
機
に
中
津
で
暮
ら
し
は
じ
め
た
笠

井
さ
ん
。
３
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
ま
す
が
、
子
ど
も

の
成
長
を
見
守
る
な
か
で
思
い
悩
む
こ
と
も
多
か
っ

た
そ
う
。
第
２
子
を
出
産
後
、
仕
事
を
辞
め
て
育
児

に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
私
が
こ
の
子
た

ち
を
育
て
ね
ば
！
っ
て
自
分
を
追
い
込
み
過
ぎ
て
、

気
持
ち
も
沈
ん
で
た
か
な
ぁ
」。

そ
こ
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
心
も
元
気
に
な
れ
る

よ
う
な
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
２
０
１
１
年
（
平
成

23
）、
マ
マ
友
と
一
緒
に
産
後
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
自
分
の
価
値
観
だ
け
で
な
く
、
周
り
を
頼
ろ
う
、

顔
が
見
え
る
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
て
。
中

津
に
は
祭
り
も
な
い
し
、
地
元
の
人
と
新
住
民
が
あ

ま
り
交
ざ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
自
分

か
ら
交
ざ
っ
て
み
よ
う
か
な
と
。
誰
か
を
支
援
し
た

か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
一
緒
に
子
育
て
で
き
る

場
を
つ
く
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」。

２
年
後
に
は
中
津
に
地
域
活
動
協
議
会
が
発
足
。
会

長
に
相
談
し
、
中
津
福
祉
会
館
を
使
わ
せ
て
も
ら
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
定
期
的
に
会
館
の
部
屋
を
開
け
て
、
た
だ
そ
こ
に

い
る
っ
て
い
う
日
を
つ
く
っ
た
ら
、
近
所
の
マ
マ
た

ち
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
て
」。

こ
れ
っ
て
か
な
り
需
要
が
あ
る
の
で
は
？
と
考
え
て

い
た
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
中
津
３
丁
目
で
大
阪
市
の

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
公
募
が
あ
り
ま
し
た
。

「
え
、
私
の
こ
と
や
ん
な
？
っ
て
思
い
ま
し
た
ね
！
」。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
）、
事
業
の
受
託
者
と
な
り

『
中
津
つ
ど
い
の
広
場
ぐ
ぅ
ぐ
ぅ
』
を
、
そ
の
２
年

後
に
は
『
豊
崎
ぐ
ぅ
ぐ
ぅ
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
だ
わ
っ
た
の
は
開
設
す
る
場
所
。

「
中
津
も
豊
崎
も
地
域
の
会
館
の
近
く
で
探
し
ま
し

た
。
今
朝
も
中
津
福
祉
会
館
の
２
階
で
子
連
れ
の
マ

マ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
１
階
で
は
百

歳
体
操
が
。
お
互
い
に
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
っ

て
声
を
掛
け
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
部
屋
へ
。

そ
ん
な
光
景
が
11
年
続
い
て
い
ま
す
。
強
く
は
つ
な

が
な
い
。
た
だ
そ
こ
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
い
て
お
年
寄
り

も
い
て
。
そ
う
い
う
の
が
地
域
か
な
と
」。

３
つ
目
の
拠
点
『
堂
島
ぐ
ぅ
ぐ
ぅ
』
は
、
昨
年
、
堂

島
会
館
の
２
階
に
オ
ー
プ
ン
。
地
域
の
人
た
ち
が
入

居
を
承
諾
し
、
部
屋
を
片
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
す
ご
く
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」。

小
さ
い
子
ど
も
３
人
を
育
て
な
が
ら
の
運
営
は
大
変

だ
っ
た
の
で
は
？

「
あ
お
ぞ
ら
湯
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
１
番
下
の
子

が
２
歳
の
と
き
。
当
時
、
メ
ン
バ
ー
も
み
ん
な
同
世

代
の
子
育
て
を
し
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
が
熱
出
し

た
か
ら
シ
フ
ト
代
わ
っ
て
〜
、
と
お
互
い
を
頼
り
や

す
か
っ
た
で
す
。
共
同
で
子
育
て
が
で
き
る
場
を
つ

く
ろ
う
と
し
た
ら
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
も
で
き
ま
し
た
」。

そ
れ
は
心
強
い
し
、
な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
。「
気
の

良
い
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
す
。
立
ち
上
げ
た
と
き
か

ら
離
職
率
は
ゼ
ロ
な
ん
で
す
よ
」。

「
み
ん
な
生
き
方
が
自
立
し
て
い
る
の
で
、
組
織
内

で
は
ま
ず
も
め
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
、
私
を
好
き
で

い
て
ほ
し
い
と
か
は
一
切
思
わ
な
い
。
ぐ
ぅ
ぐ
ぅ
で

は
、
各
施
設
で
ス
タ
ッ
フ
を
固
定
せ
ず
に
３
拠
点
を

ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
シ
フ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、

利
用
者
も
主
体
的
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
く
。
こ

の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
か
ら
施
設
に
行
く
と
い
う
、
福

祉
独
特
の
依
存
を
生
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

ス
タ
ッ
フ
も
利
用
者
も
自
立
し
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
な
ん
で
す
ね
。

「
利
用
者
の
相
談
に
乗
る
と
き
も
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
、

答
え
は
相
手
の
な
か
に
あ
る
か
ら
と
伝
え
て
い
ま
す
。

も
め
ご
と
が
あ
っ
て
も
相
性
が
悪
か
っ
た
だ
け
。
そ

れ
な
ら
別
の
ス
タ
ッ
フ
が
話
を
聞
け
ば
い
い
。〝
疲

負
け
ず
嫌
い
の
バ
ス
ケ
少
女

依
存
し
な
い
、
疲
れ
な
い
支
援
を

防
災
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

彼
女

キ
タ

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

キ
タ

と

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

第
二
十
七
回

第
二
十
七
回

子
育
て
支
援
が

し
た
か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

一
緒
に
子
育
て
で
き
る
場
を

つ
く
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

聞
き
手
・
書
き
手
／
寺
井
は
る
か
　
撮
影
／
西
野
仁

は
じ
ま
り
は
ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ
ー
ク
ル
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